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GNF-J 概要



会社概要
⚫ 設 立：1967年（ 社名：日本ニュクリア・フユエル株式会社 製造のみ ）

⚫ 操 業：1970年

⚫ 統 合：2000年（開発・設計・営業 ＋ 製造 ）

⚫ 社名変更：2001年 現社名へ変更 （ 略称：GNF-J ）

⚫ 事業内容 ：BWR燃料に関する開発、設計、製造、並びに

関係するエンジニアリング、販売、輸送

⚫ 株 主：Global Nuclear Fuel（ GE/日立の合弁持株会社 ）

⚫ 従 業 員

Global Nuclear Fuel

株式会社グローバル･
ニュークリア･フュエル･ジャパン

Global Nuclear Fuel
-Americas , LLC

日本 米国

General 

Electric
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GNF-J

カナダ
オーストラリア

原子燃料サイクルとGNF-Jの役割



原子力発電のしくみ

ウランの核分裂による熱を利用して発電します

原子燃料体

臨界



二酸化ウラン粉末 ペレット 燃料棒 原子燃料体

原子力発電所

私たちが
使う電気に
なります

GNF-Jは原子燃料体を製造し
発電所に納めています

長さ： 約４.５ ｍ
幅 ： 約13 ｃｍ
重さ： 約２６０ kg

１cm

１cm

重さ約８ｇ

徹底した品質管理：燃料体を作る のうち
が検査工程となっています



取り扱っている放射性物質

（ウラン）



⚫ ウランは天然に存在する元素

⚫ 特性： 重い（密度：約11ｇ/㎤）・燃えない・熱を出さない・水に溶けない

二酸化ウラン粉末

二酸化ウラン
ペレット

GNF-Jで扱うウラン

長さ: 約1 cm
直径: 約1 cm
重さ: 約 8 g



食べ物
大地

放射線は目に見えない小さな粒で、私たちの体に

ふりそそいで体を通りぬけていっています。

また、放射線は地球が生まれた時から、ずっとあるもので

私たちは放射線と一緒に暮らしています。

宇宙

放射線とは？



GNF-Jに取り扱っているウランの放射線

⚫ 主に３種類の放射線を放出します。
⚫ 被ばくの観点では 透過力の弱いアルファ線 の管理
が重要です。

紙
アルミなど
薄い金属板

鉛や
厚い鉄板

水や
コンクリート



GNF-Jの「放射線業務従事者」が受けている放射線量は
年間 0.2 ミリシーベルトと、非常に低い値です

日常生活と放射線 実効線量当量(ｼｰﾍﾞﾙﾄ)

ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ=1/1000ｼｰﾍﾞﾙﾄ

1人当たりの自然放射線
（世界平均） 2.4

（日本平均） 2.１

１０0 ミリシーベルト以下



GNF-J の安全管理活動



GNF-Jの安全管理

すべての安全管理は、国から許認可を受け、
その基準に従って実施しています。

ウランの閉じ込め
－非密封のウランを取り扱う場合はフード内で実施
－工場は負圧管理（工場内から外への空気の流れを作らない）

臨界管理
濃縮度管理（5%以下）
多重管理により防止
－水を使わない＋質量管理
－水を使わない＋形状管理

放射線管理
•貯蔵量の制限、遮蔽、作業時間の管理、線量計による管理
•管理区域境界、工場敷地境界での線量管理

容器の形状
の条件



当社のモニタリングポスト

GNF-Jでは構内に２箇所モニタリングポストを設置し、
大気中の放射線の量を 常に測定しています。

周辺地域への環境を調査し、
影響のないことを確認しています

http://www.atom.pref.kanagawa.jp/cgi-bin2/telemeter_map.cgi?Area=yokosuka&Type=WM


排気中のウラン濃度

GNF-J
計測値

（測定限界以下）

法令値: 1×10-8 Bq/cm3

排水中のウラン濃度

GNF-J
計測値

（測定限界以下）

法令値: 0.02 Bq/cm3

（201５年度）

（201５年度）

排気・排水は法定基準よりも
十分低いレベルであることを確認

放射性廃棄物は生活環境に影響しないように、処理・管理しています

放射性廃棄物について



GNF-J の活動



状況把握・情報収集中の本部 救護活動を施す救護班

作業後の汚染チェック 除染活動をする防護隊員

原子力防災訓練
日 時：2019/2/22（金）13:00～15:00
想 定：大地震発生に伴うウラン粉末の屋外漏えい
目 的：通報連絡等の初動 ・負傷者救護 ・除染 ・拡大防止／終息活動等の手順確認

除染活動にあたる防護隊員

GNF-J Proprietary Information

破損した扉を養生する工務班員



火災対応訓練(南消防署殿合同)

GNF-J Proprietary Information

状況把握・情報収集中の本部幹部 防災本部にて南消防署殿への情報伝達 傷病者を救急隊へ引き継ぐ救護班

弊社防護隊による初期消火活動 南消防署殿による消火活動 汚染検査

日 時：2018/10/25（木）13:00～14:30
想 定：第１種管理区域内火災
目 的：初期消火・通報連絡・傷病者救護活動、南消防署との連携及び汚染検査手順等の確認



外部公共機関の立入調査

■国（原子力規制庁）の立入調査

・・・作業手順や設備機器について

⚫保安検査 年４回

⚫施設定期検査 年1回

⚫保安巡視 週2回（不定期）

■ IAEA(国際原子力機関）の立入調査

・・・ウランの入荷、在庫、燃料の出荷状況

⚫棚卸査察 年１回

⚫中間査察 年２，３回（事前通知無し）



さまざまな角度からエネルギーを考え、バランスよく
使っていくことが重要（エネルギーミックス）

日本原子力文化財団 原子力・エネルギー図面集より




